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要 約
茅ヶ崎市教育委員会の推薦研究校（平成８・９年度）として，筆者は，茅ヶ崎市立
鶴が台中学校の研究推進委員長の立場で，「認め合い高め合っていく心豊かな生徒の
育成―よりよい人間関係づくりをめざして―」との研究テーマに取り組んだ。その研
究成果に基づきつつ，今日的な学校教育の課題に対して実践的・理論的に示唆を得る
ことを目的として，構成的グループエンカウンターとポジティヴ心理学は，予防・開
発的観点において相互に浸透性が高く，相互に活性化しうることを論じた。
は じ め に
本稿は，筆者がかつて勤務していた公立中学校において行われた研究を再検討し，
今日的な学校教育の課題に対して実践的・理論的に示唆を得ることを目的とするもの
である。その研究とは，平成８・９年度の茅ヶ崎市教育委員会の推薦研究校として，
茅ヶ崎市立鶴が台中学校は，人間関係づくりに焦点を当てて取り組んだ研究である。
筆者は研究推進委員長の立場にあり，よりよい人間関係を育むために，平成８年度は
教育相談活動と学級活動を，また平成９年度は教育相談活動と構成的グループエンカ
ウンター（structured group encounter : SGE 以下，グループエンカウンターと略記す
る）を２本の柱として取り組んだ。
この研究活動を指導していただいた清水幹夫（当時，千葉大学教授）は，その「学
校教育へのグループ・エンカウンター導入要件―公立中学校での実践事例―」と題す
る論文で，本校の実践事例を取り上げてくださった１）。筆者は，研究推進委員長とは
言うもの，グループエンカウンターの知識も経験も全くない初心者であり，研究はゼ
キーワード：豊かな人間関係づくり 予防・開発的観点 構成的グループエンカウン
ター ポジティヴ心理学
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ロからのスタートであった。ところが，導入要件の一つとして「積極的で明朗な
キー・パーソンのパーソナリティ」が必要であると，筆者を例に挙げて論じていただ
き，「子どもにとって最大の教育環境は教師自身である」との箴言を実感したという
意味で，印象深い研究であり実践であった。
そこで，本稿は今日的な教育課題への取り組みをめざすとともに，その裏付けや発
展性のある理論的支柱を求めて，その足がかりを得ることを目的としている。その理
論的支柱としては，２１世紀に入って以降，急速に発展してきたポジティヴ心理学
（positive psychology）に注目してみたい。グループエンカウンターを取り入れた学校
におけるさまざまな教育活動を媒介としつつ，ポジティヴ心理学の視点をふまえるこ
とによって，問題行動への対応のみならず，予防的・開発的な観点に立脚した，望ま
しい人間関係の育成について示唆が得られるのではないかと考えられる。
上述の研究活動の詳細は，清水による「学校教育へのグループ・エンカウンター導
入要件―公立中学校での実践事例―」とともに，『平成８・９年度 茅ヶ崎市教育委
員会推薦研究紀要「認め合い高め合っていく心豊かな生徒の育成―よりよい人間関係
づくりをめざして―」』（茅ヶ崎市立鶴が台中学校，平成９年）の通りであるが，次に
その概要を紹介する２）。
Ⅰ 「認め合い高め合っていく心豊かな生徒の育成
―よりよい人間関係づくりをめざして―」
１ 研究の背景とテーマ
当時，筆者たちは，多数の長期欠席生徒，さまざまな問題行動の多発という現実に
直面していた。定期的な教育相談期間を設けて，全教員が手分けをして全生徒との面
接を繰り返すという学校全体の取り組みとして教育相談活動に力を入れ，一定の成果
を得ていた。しかし，個別指導もさることながら，より積極的な予防・開発的な側面
にもっと力を入れていく必要性があることが校内で話し合われ，「認め合い高め合っ
ていく心豊かな生徒の育成―よりよい人間関係づくりをめざして―」との校内研究の
テーマが採択され，研究活動がスタートした。
この研究テーマは，「一人ひとりの生徒が安心して楽しく生活できる学校に」との
願いが込められていた。そのためには，生徒相互，教員相互，保護者相互，そしてこ
の三者相互の関係において「認め合い高め合っていく関係」が求められるが，この研
究では特に「生徒と教師」・「生徒と生徒」のよりよい人間関係づくりに焦点を絞るこ
とにした。
２ 研究組織と研究活動
研究推進委員会を設置し，その下に３つの専門部会，ならびに学年部会を設けた。
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３つの専門部会とは，調査研究部（平成８年度；平成９年度は発展的に解消），教育
相談研究部，そして学級活動研究部（平成８年度；平成９年度はグループ・エンカウ
ンター研究部）であった。
調査研究部では，神奈川県立教育センターでの資料収集とその研究を行うととも
に，研究先進機関の訪問，文献研究によって情報を収集し，専門家の指導を受けた。
教育相談研究部では，年間計画や協力体制など教育相談の体制づくり，期間や日課
など時間の確保，研修会の開催による相談技術・意識の向上を図った。平成９年度に
は各学年に談話室を設けた。
学級活動研究部（グループ・エンカウンター研究部）では，学級活動の授業公開，
グループエンカウンターの試行的体験，年間計画・指導案の作成によるグループエン
カウンターの多様な取り組みを推進し，公開授業および研究授業計画を策定し実施し
た。さらに今後の活用のために，エンカウンターファイルならびにエンカウンタービ
デオの作成も行った。
３ 教育相談活動
全校的な教育相談の取り組みは研究の柱の一方であり，構成的グルーブエンカウン
ターの実践と連動させたところに特色がある。その教育相談活動も，決して特定の教
員だけが問題を起こす特定の生徒を対象にしているものという取り組みではなく，す
べて教員が全生徒一人ひとりを大切にする形での教育相談活動が基盤となって，グ
ループエンカウンターの導入がスムースに展開するなど，両者の連動による相乗効果
が成果につながったものと考えられる（この点について改めて後述する）。
さて，多発する問題行動に教職員の危機感が高まり，教育相談活動を充実させる取
り組みを始めた。教育相談研究部は，「生徒と対話する機会を増やそう」「生徒一人ひ
とりを大切にしよう」と呼びかけた。
生徒と対話する機会を増やそうとする試みは，より望ましい人間関係の確立にむけ
てという目的とともに，不安や悩みを聞く機会きっかけづくりにしたいとの願いに基
づくものであった。このことによって，安心して楽しく生活できる学校づくりが実現
でき，それが教育活動に浸透し，充実していくことをめざしたものであった。
具体的な取り組みの特色としては，積極的に取り組みやすく継続できる形を種々検
討した。具体的には以下の点がその特色として挙げられる。なお，これらは，学校全
体として，また各学年の協力体制の支えがあってこそ実現できたことである。
a．職員全員が取り組む
全体の共通理解のもと，担任だけでなく，全員がさまざまな立場で教育相談に取
り組む。
b．希望と呼びかけ
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生徒に対して教育相談へのガイダンスを行い，教育相談への理解を深めさせた。
そして生徒の自発的な相談と，教師から呼びかけての相談を行った。
c．時間の確保
年間計画を立て各学期に位置づけたうえで，特別日課を設けて集中的に取り組ん
だ。
d．保護者の参加
ケースにより，保護者の希望を受けて，また保護者に呼びかけて行った。
e．情報の伝達・集約
個人情報を保護しつつも，必要な範囲で情報を共有しチームで対応した。
f ．研修会の実施
実習や講演などの形式による研修を行った。
g．実践の工夫
一つの方式に縛られずさまざまな形態の実践方法を工夫した。
取り組みの成果としては，生徒に「教育相談」用語が定着し，「説教されるもの」
とは違うことが広く意識されるようになり，その結果，期間外にも相談を求める依頼
や相談の期間を心待ちする期待感が広まった。さらに，生徒から，保護者からの連
絡・報告が増加し，問題の早期発見・対応が可能になった。これらは学校や教師への
信頼感が高まった結果と考えられる。
すなわち，研究の着眼点であり，筆者ら教職員の願いであった，より良い人間関係
の深まりが見られた。教育相談での働きかけが定着し，一人ひとりの生徒をより大切
にしようとする教員の意識の向上につながった。生徒もお互いを認め合い大切にしよ
うとする意識の向上，教師への信頼感の高まりが見られ，両者の相乗効果が現れてい
るとの実感を得た。
同時に，今後の課題も見いだされた。まずは，「受容・理解」と「指示・指導」と
のバランス，使い分けであり，生徒一人ひとりへ細やかに目を向けていく必要がある
と考えられた。また，体制の維持であり，具体的には，学年スタッフでのチーム作り，
確保されている時間の有効活用，学年相互，職員のネットワーク，生徒への意識づけ
である。理想的には，いつでも・どこでも・だれとでも教育相談ができる信頼関係を
築いていくべきであるとの目標意識を抱くに至った。
そして，このような教育基盤・学校環境の中でより発展的・開発的な生徒指導とし
て，グループエンカウンターへ取り組むようになった。
４ グループエンカウンターの取り組み
当時とは異なり，今日の学校現場では，グループエンカウンターが広く実施されて
いる。確かに，グループエンカウンターは，学校のさまざまな教育活動と親和性があ
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り，またとりあえずは特別な知識・経験がなくても実施しやすいところにその特徴が
あるが，グループエンカウンターは特効薬でも万能でもないことは留意すべきことで
ある。単に実施さえすればすぐに効果が上がるというものではなく，学校全体でのさ
まざまな取り組みと連動させてこそ有効なのである。
研究では，教育相談活動の取り組みと連動させ，生徒と生徒・生徒と教師の集団に
おける関わりを深めようとする試みとして，グループエンカウンターを位置づけた。
グループエンカウンターの実践を積み重ねることで，より望ましい人間関係の確立・
信頼関係の確立とともに，現状の人間関係の把握と新しい人間関係の創造がめざされ
た。
つまり，先述のどちらかというと個別の「治す」取り組みに加えて，より積極的に
集団を「育てる」，つまり開発的な取り組みを両輪としてもしくは一体化して推進す
る取り組みである。予防・開発的な教育活動にとって，有力な理論と方法がサイコエ
ジュケーション（psycho-education）である。これは，パーソナリティ，グループ・
プロセス，カウンセリングなどに関する心理学の理論や方法に基づき，学校のさまざ
まな教育活動を通じて行われる取り組みのことであり，「育てるカウンセリング」と
も表現される。グループエンカウンターは，「予防・開発的な生徒指導」であり，「育
てるカウンセリング」なのである。
以上まとめると，教育相談活動に加えて，グループエンカウンターを導入すること
で，一人ひとりの生徒が認め合うことができる学校作り，学級活動の活性化・充実を
めざしたのであった。
さて，本校の取り組みの特色としては，以下の点が挙げられる。
a．職員全員が取り組む
担任を中心としつつも学年単位で協力し合いつつ実施した。
b．時間の確保
年間計画を策定し，時間を確保して実施した。
c．エクササイズの吟味と問題点の共有
全教員が同一の指導案に基づいて取り組めるように共通の指導案を作成するとと
もに，実施後には報告書を提出し，成果と課題を共有し，次に生かすことを大事に
した。今後の活用のために，指導案などをまとめたファイル，授業風景を撮影した
ビデオを作成した。
d．研修会の実施
研究先進機関の訪問，学年別学習会，試行的な体験やモデル授業の参観，講演会
の開催などの研修に取り組んだ。
e．幅広い取り組み
学級活動，道徳，学年集会など，さまざまな場で取り組んだ。公開授業および研
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究授業としても取り組んだ。
取り組みの成果として，まず生徒の変化についてだが，生徒の振り返り用紙への記
述などから，自己理解の深まり，他者理解の深まりが撚り合わさり，生徒同士の人間
関係の深まりが認められた。このことによって，さまざまな教育活動が円滑になり，
浸透度が増し，さらにいじめ・不登校の予防効果につながったと考えられる。筆者ら
の願いであった生徒にとって学校が安心して楽しく生活できる場になっていったこと
が実感された。教育相談活動の浸透を基盤として，またそれと連動した波及効果とし
て，具体的な遅刻の減少や学校行事の活性化など教育活動の円滑化や浸透度が増し，
いじめや不登校などに減少傾向が認められた。
教師の変化も注目すべきものがあり，生徒理解が深まるとともに受容的・援助的関
わりができるようになり，生徒と教師の人間関係の深まりが実感された。
今後の課題としては次のように整理した。まずは，グループエンカウンターは単な
るゲームではなく，より深めていくためには，ねらいの明確化，シェアリングの充
実，カウンセリング技術の習得が必要となる，ということであった。次は年間計画の
見直しであり，何よりも継続的な実践が大切であり，エクササイズの検討・開発，３
年間を見通しての計画が必要であると考えられた。さらに，グループエンカウンター
の応用で，教科の授業，学級懇談会などに実践の場へと構想が広がり，そのための工
夫と努力が次の研究課題となった。
なお，茅ヶ崎市立鶴が台中学校におけるその後の取り組みについては，椎原
（２００１）に詳しい３）。
Ⅱ グループエンカウンターの理論と意義
１ グループエンカウンターの予防・開発的観点
エンカウンターとは，直訳的には“出会い”とか“ふれあい”を意味し，グループ・
エンカウンターとは，一種の集中的なグループ体験であるといってよい。“見知らぬ
他者”と“見知らぬ自分”との相互媒介的な“出会い”の経験を通して，次節で述べ
るようなねらいがめざされる。教育の場においては，その「育てるカウンセリング」
という基本的性格から，枠組みの設定を意味する「構成」的なグループエンカウン
ターが有効であり，「ありたいようなあり方を模索する能率的な方法として，エクサ
サイズという誘発材とグループの教育的機能を活用したサイコエジュケーションであ
る」（國分，１９９２）と定義されている４）。
後述するようなねらいに焦点をあてたさまざまなエクササイズが準備されており，
リーダー（ファシリテーター）の指示のもとにそれらに取り組み，“今ここで”の自
己への“気づき”を深め，“開き”を促進することを通して自己成長をめざす観点に
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立脚している。
このように，グループエンカウンターとは，サイコエジュケーションの一つの理
論・方法であり，いわば育てるカウンセリングの一つである。従来，生徒指導や教育
相談というと，問題を起こした生徒だけを対象に事後対応として行われる，個別の，
必要ではあるが，後追いの取り組みに終始していた。しかし，より積極的に，すべて
の生徒を対象に，長所や強みを見いだし伸ばしていく予防的さらには開発的な観点が
重要である。上述の筆者が勤務していた学校での研究は，この両輪をかみ合わせると
いう意義があったと考えられる。
２ グループエンカウンターの６つの視点
この予防・開発的観点の内容について，グループエンカウンターでは，種類・視点
として，上述の研究当時とは若干変化して現在では，自己理解，他者理解，自己受容，
感受性の促進，信頼体験，そして自己主張の６つが示されている５）。以下，それぞれ
について考察する。
（１）自己理解
自分を見失う，ということがある。今の考え方や感じ方が本当に自分のものなのか
などとこだわり始めると，自分の存在の意味さえわからなくなるものである。出会い
を意味するエンカウンターの意味の一つは自分との出会いである。この自分とは，目
に見える役割や建前の自分ではなく，見知らぬ本音の自分のことである。見知らぬ他
者との出会いによって，見知らぬ自分と出会い，多面的にまた可変的で柔軟なものと
して，唯一の存在たる自分を理解することができるようになる。
（２）他者理解
もう一つ出会いは他者との出会いである。他者性のない他者ではなく，かけがえの
ない唯一の存在たる他者との出会いである。それは自分のなかの他者との出会いでも
あり，他者のなかの自分との出会いとも言えよう。自己理解の他者理解が撚り合わ
さって人間理解の深化があるのではないだろうか。
（３）自己受容
他者を受け入れらいないときは自分を受け入れることもできない。同じく自分を受
け入れられないとき他者も受け入れることができない。
これと反対に，他者を受け入れられるときは，人は自分を受け入れることができ
る。同じく自分を受け入れられるとき他者も受け入れることができる。
他者を受け入れ，自分を受け入れる体験によって，自分の，つまり個人内の問題と
ともに，他者との関係，つまり個人間の問題に向き合うことができるのである。
（４）感受性の促進
コミュニケーションの手段として，話し言葉や書き言葉は便利ではあるが，それら
だけではコミュニケーションが成り立っているのではない。かえって不自由で，ステ
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レオタイプをもたらす場合もある。人と人とのコミュニケーションは，表情，声，姿
勢などの非言語チャンネルが大きな機能を果たしている。また，沈黙にもさまざまな
メッセージが含まれているものである。
また，文字は人なりなどといわれるように，文字はその字句上の意味だけではない
し，書き言葉でも絵や図が大きな役割を果たしている。行間にも読み取るものがあ
る。日頃意識しない，これら肌理（texture）のようなものに感受性を働かせることに
よって，自分との，また他者とのコミュニケーションや関係のあり方を省みることが
できる。
（５）信頼体験
自己受容のように，他者を信頼できると自分も信頼できるようになる。一見正反対
のようだが，他者を頼り助けてもらう体験は，自分を信じ立ち向かう力強い体験と連
動しているのである。
また，他者から信頼される体験は，自分が頼ってもらえる，頼ってくれる，つまり
誰かの役に立っている，意味ある存在としての自分を体験することでもある。
（６）自己主張
これは，ソーシャルスキル的にいえば，アサーション（assertion）の意味であり，
いわば自他尊重表現である。交流分析理論に基づけば，I’m OK, You are OK.であり，
いわゆるジョハリの窓でいえば，自分もわかっており他者からもわかってもらえてい
る，風通しのよいわかり合える関係のことである。
自分だけを尊重するのであれば，それは自己中心的であり，排外的で孤立しかねな
い。また，他者だけを尊重していても，それは振り回されるばかりで自分が泣く，受
け身に終始しストレスを溜めやすい。自分との，また他者との折り合いを付け，新た
な関係やコミュニケーションをつくっていくことは大切である。
３ 予防・開発的観点の多様性とグループエンカウンターの特徴
予防・開発的観点に立つ取り組みにはさまざまなアプローチがある。ここではその
一部を概観し，予防・開発的観点そのものの多様性について考察しつつ，グループエ
ンカウンターの特徴について考えてみたい。
（１）学級規模の認知行動療法プログラム
まず「予防」に重点を置いているのが，認知行動療法（cognitive-behavioral therapy）
プログラムである。これは，環境，行動，認知，情緒，そして身体など多面的な問題
について，因果関係など適切に機能分析を行い，行動的技法と認知的技法を効果的に
組み合わせて用いる治療的アプローチの総称である。認知と感情，認知と行動などの
関係に着目する点において，後述のセリグマンによるオプティミズムの説明スタイル
理論と共通している。
認知行動療法というと，従来，抑うつなどを抱えた成人のクライエントを対象とし
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て個別に面接の場で実施されるものであった。
しかし，佐藤ら（２００９）は，学級単位で担任教師が実施することのできる認知行動
療法プログラムを実証的に提案している。この研究によれば，認知行動療法プログラ
ム実施した結果，抑うつ状態の低減，ソーシャルスキルと認知の誤りの改善，学校不
適応感の軽減，そして抑うつ状態や認知行動的対処に関する理解度の向上が認められ
た。つまり，子どもの抑うつに，またその予防に心理教育的な介入が有効であるとい
うことである。なお，認知行動療法を子どもに適用することは，問題状況を的確に把
握する，自己理解を促進する，セルフコントロールと問題解決に必要な各種のスキル
を身につけるなど教育的な意義を有している６）。
（２）ガイダンスカリキュラム
学級規模の認知行動療法プログラムが「予防」に軸足を置いているのに対して，「開
発」を焦点としているのがガイダンスカリキュラム（guidance curriculum : GCと略記
される。ガイダンスプログラムとの呼称もある）である。
八並（２０１０）によれば，これからの生徒指導では，問題解決的な生徒指導（リアク
ティブ：主にチーム援助による「治す」カウンセリング）と開発的・予防的な生徒指
導（プロアクティブ：集団活動を通して個を育成する「育てる」カウンセリング）の
バランスが焦点となる。そして後者の中心となる援助サービスがガイダンスカリキュ
ラムであるという。
ガイダンスカリキュラムとは，すべての児童生徒の基礎的ライフスキルの発達を目
的とし，系統的かつ計画的に，児童生徒のライフスキルを育成する，開発的・予防的
な教育活動であると述べている。いわば，社会的なリテラシーを育てる授業型の生徒
指導である。
そしてその特色は次のようにまとめられている。
・構造化された開発的・予防的なインストラクショナルプログラムである
・明確な教育目標をもった系統的・計画的なカリキュラムである
・発達段階に応じて段階的，継続的に，知識やスキルの習得をめざす
・人間関係，学習活動，学級経営等の基盤を形成する７）。
（３）社会的なリテラシーの育成
「予防」「開発」以上に，規範的というか規範意識の涵養をめざすのがこの立場で
ある。文部科学省の『生徒指導提要』（２０１０）は，社会の形成者としての資質・能力
の育成を柱にしているすなわち，basic（generic）educationとしての生徒指導の考え
方に基づいて，個々の幸福と社会の発展を時つげする包括的・総合的な資質・能力を
意味する「社会的なリテラシー」の育成をめざすことが理論的基盤に据えられている
のである。
従来の生徒指導では，ガイダンス理論に基づき人格の完成（自己指導能力）が強調
されてきた意義をふまえつつも，そのような考え方はややもすると「個人・私」に
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偏ってしまい，社会の「私事化」の問題と無関係ではないとの問題意識から，「社会・
公」の観点も取り入れて，市民性教育（citizenship education）が基軸とされている。
そして，「予防」面についても，「社会的なリテラシー（社会を読み解く力）は，生
徒指導において規範意識やコミュニケーション，ソーシャルの両スキルを育てる極め
て重要な役割があると考えられます。小学校，中学校，高等学校では不登校や中途退
学者の防止に，これらの積極的な取組が極めて重要になってきています」８）と述べられ
ている。
社会的なリテラシーの意義について，「単に，知識や技術，断片的な個々のリテラ
シー，社会的な資質や能力を身に付けるだけではなく，社会のなかで，その時々の状
況を判断しながら，それらを適切に行使することによって，個人や社会の目的を達成
していく包括的・総合的な能力。それを社会的なリテラシーと呼ぶとすれば，生徒指
導の最終目的は社会的なリテラシーの育成にあるといえます。それこそが，国家・社
会の形成者としての人格の完成であり，自己指導能力や課題解決能力の育成にもつな
がる生徒指導の最終目標であるといえるでしょう」９）と述べられている。
ほかにも，ヘルスプロモーションのための健康教育という意味合いから，健康に大
切な生活習慣に関係が深いライフスキルを育成するライフスキル教育がある（ライフ
スキルについては，カリキュラムガイダンスにおいてそのねらいに含まれている）。
また，特別支援教育でも重視され，人間関係の心得をスキルに分解しその習得をめざ
すソーシャルスキル教育もある。
このように，「予防・開発的」な教育活動は，予防・開発的観点という共通性を有
しながらも，方法論的には多様なアプローチを有しているが，認知的もしくは社会的
なスキルの学習に重点が置かれているように考えられる。この点，グループエンカウ
ンターは出会いという体験，そこからの気づきとその共有などの体験過程が重視され
ている点に特徴がある。こうした特徴を生かしつつも，さまざまなスキルを取り入れ
る発想も必要と考えられる。
同時に，予防・開発的観点の広がりは，筆者らの学校における研究の経験から歓迎
すべきものと受けとめられる。しかし，予防に重点を置くものから，開発的，規範的
なもの，さらには健康教育の観点や特別支援教育の観点まで多様である。すなわち，
予防・開発的観点それ自体の意味が多義的になっており，その整理しや統合など，さ
らに吟味していく必要があるのではないだろうか。この点注目されるのがポジティヴ
心理学である。
Ⅲ ポジティヴ心理学に基づく予防・開発的な教育活動
１ ポジティヴ心理学と教育
ポジティヴ心理学は，個人の人生や，各個人が属する組織や社会のあり方が，本来
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あるべき正しい方向に向かう状態に注目し，そのような状態を構成する諸要素につい
て科学的に検証・実証を試みる心理学の一領域のことである。つまり，人間の持つ長
所や強みを明らかにし，ポジティヴな機能を促進してゆくための科学的・応用的アプ
ローチである。
このような定義からすると，教育と関連の深い研究が多いと考えられるかもしれな
い。しかし，島井（２００６）１０），堀毛（２０１０）１１）といったポジティヴ心理学のハンドブッ
クを見ても，応用分野としては健康，経営・ビジネス，スポーツとの関連した研究
が，心理学的な研究対象としては，人間関係，パーソナリティ，感情に関する研究が
目立つ。ポジティヴ心理学には，教育なかんずく学校教育と直接関連した研究は意外
に少ない。
なお，セリグマン（Seligman, M., 2003）は，家庭教育を焦点としたものではあるが，
悲観，抑うつ，衝動性の予防の視点から，具体的な心理教育プログラムを示してい
る１２）。これについては後に改めて取り上げる。
しかし，広くは予防・開発的教育活動，なかんずくグループエンカウンターの観点
から見ると，魅力的な概念や理論，そして方法が提案されている。すなわち，ポジティ
ヴ心理学は，これらの予防・開発的観点に，包括的にして独自のフレームワークから
光を当てることができるのである。
また，グループエンカウンターは，ポジティヴ心理学に学校教育というまだその未
開拓なフィールドを提供し，ポジティヴ心理学の実践性を高める意味があると考えら
れる。
２ ポジティヴ心理学とグループエンカウンター
たとえば，オプティミズム（楽観主義）に関するセリグマンの理論は，ポジティヴ
心理学の代表的なものの１つである。それによれば，オプティミズムとその反対のペ
シミズムの違いは，成功にしろ失敗にしろその説明スタイルによるものと考えられて
いる。つまり，成功なり失敗の原因帰属という認知プロセスに基づいて理論化されて
いるのである。
オプティミズムの説明スタイルは，悪い出来事を，外的，一時的，特殊的なものに
よるとする説明スタイルを取っている。反対によい出来事は，内的，永続的，普遍的
なものによるとする説明スタイルを取っている。対照的にペシミズムの説明スタイル
は，その正反対であると考えられている。そして，これらの説明スタイルは，重要な
他者からのモデリングを含めて，経験によって学習したものであり，このことは同時
に新たな説明スタイルを学習することも可能であることを意味する。
すなわち，認知，原因帰属の仕方によって，生徒自身が前向きに自らを「育て」，
「予防」し，「開発」するポジティヴな行動が取れ感情を体験することができるとい
うことであり，生徒を予防・開発的観点の主役に置く発想につながる。グループエン
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カウンターの自己理解に，より積極的な視点を持ち込むことにもなる。
先述のセリグマン（２００３）では，adversity（難儀），belief（感じたり考えたこと），
consequence（結果）を「ABC思考法」とまとめ，主として家庭教育用に開発された
心理教育プログラムが解説されている。これについては，この論文で資料とした短縮
版の翻訳では詳述されていないが，学校教育でもその効果が実証されているとのこと
である１３）。
これらに基づいて，日本の学校教育にふさわしい形に開発することによって，抑う
つ状態，不安，悲観などに対する予防的なグループエンカウンターのエクササイズ開
発にもつながるであろう。
また，グループエンカウンターは，日本で独自に発展したものであり，そこでは「ホ
ンネ」というコンセプトがよく使われるが，この点，ロペス（Lopez, S. J., 2009）編
集による『ポジティヴ心理学事典』（The Encyclopedia of Positive Psychology）には，
「本来性」（authenticity），これと関連が深い「純粋性」（honesty）など「ホンネ」に
相通ずるコンセプトが項目立てられている。また，「ホンネ」といってもその“心地
よさ”が大切なのであり，これに通じ，「夢中」を意味するフロー（flow），「爽快」
な体験を意味する positive experiencesなどが項目立てられており１４），「ホンネ」の理論
化への可能性が考えられる。この点については，今後の課題として受け止めている。
お わ り に
筆者らが勤務校で取り組んだ研究の経験からすると，さまざまな理論や方法があっ
たとしても，それを実際に行う教師の本気度，そして教職員間の連携・協力があって
こそ始めて生徒たちに伝わり，一人ひとりの生徒の成長へと結実するのではないかと
考えられる。そのような意味において，セリグマンの開発したプログラムでも，まず
は保護者が，オプティミズムを理解しその姿で伝えることから始まるというのは大い
に賛同できる。学校で行う場合には，教師個人そして教師チームの，生徒へのエンカ
ウンター，ポジティヴィティ，オプティミズムが問われるということであり，生徒と
ともに成長していこうとする姿勢が不可欠である。そうした教師の姿勢をサポートす
るためにも，学校全体を挙げて教職員の共通理解に基づく組織的な取り組みであるこ
とが大切なのである。
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